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▲今年5月3日に行われた県立黒沢尻北高100周年を迎え記念式典、
三田紀房氏（黒北48回生）の講演、祝賀会の模様を掲載。八重樫市
長も参加した在京北上産業人会のイベントでも「黒北励志プロジェ
クト」を題材に北上市の在り方などを議論した。
▲「北上人」に希望と勇気を与える黒沢尻北小合唱部、上野中学吹奏
楽部など全国大会で活躍する子どもたちを紹介しました。今年も8
月から地区大会から、10月、11月に行われる全国大会で好成績を
収めるべく練習に励んでいます。
▲北上ふるさと会に心がある方は　　　　　　　 検索を入力して
ホームページをご覧ください
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な
が
ら
坂
を
上
る
し
か
な
い
。
つ
づ

ら
折
り
の
た
め
峠
は
見
え
な
い
。
何

度
も
引
き
返
そ
う
と
思
う
が
、
こ
こ

で
引
き
返
し
た
ら
残
り
少
な
い
が
こ

れ
か
ら
の
人
生
が
ダ
メ
に
な
る
と
意

地
で
自
転
車
を
お
す
。
道
端
の
木
々

は
固
い
蕾
、道
路
の
北
端
に
は
残
雪
、

ば
っ
け（
フ
キ
ノ
ト
ウ
）
だ
け
が
励

ま
し
て
く
れ
る
。
漱
石
の
草
枕「
山

道
を
登
り
な
が
ら
、こ
う
考
え
た
・・・

意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
」を
脳
裏
に

窮
屈
で
は
な
く
苦
し
い
と
、
漱
石
に

訴
え
て
い
た
。
よ
う
や
く
峠
に
達
し

こ
こ
か
ら
口
内
。
空
模
様
が
怪
し
く

な
り
、
少
し
だ
け
峠
を
下
り
写
真
に

収
め
撤
退
。
帰
り
は
冠
雪
の
雄
大
な

奥
羽
山
脈
を
遠
方
に
、
北
上
市
街
を

眼
下
に
快
走
し
日
高
見
橋
に
。
北
上

川
の
土
手
を
展
勝
地
に
向
か
っ
た
。

前
日
は
彼
が
属
す
る
小
金
井
の
奉

仕
団
体
が
展
勝
地
の
桜
と
の
係
わ
り

で
新
し
く
立
花
に
開
校
し
た
東
桜
小

学
校
に
小
金
井
薄
紅
桜
を
寄
贈
し
、

全
校
生
徒
の
皆
さ
ん
と
植
樹
し
た
。

彼
は
生
徒
さ
ん
の
御
礼
と
し
て
の
校

歌
の
合
唱
に
心
を
熱
く
し
た
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
夜
は
彼
の
高
校
の
同
級

生
の
傘
寿
の
集
い
に
参
加
。
翌
日
は

甥
の
案
内
で
早
春
の
す
ず（
湧
水
）

め
ぐ
り
、
和
賀
町
藤
根
で
座
禅
草
に

お
め
に
か
か
っ
た
。
30
℃
の
熱
を
発

し
周
り
の
雪
を
も
溶
か
す
と
い
う
。

こ
こ
に
早
春
を
み
た
。
北
上
の
小
旅

行
、
彼
は
心
行
く
ま
で
楽
し
ん
だ
。

寒
い
春
の
な
か
、
国
道
１
０
７
号

線
の
ゆ
る
や
か
な
つ
づ
ら
折
り
だ

が
、
急
坂
を
彼
は
ふ
う
ふ
う
と
息
を

切
ら
せ
な
が
ら
自
転
車
を
お
し
て
い

た
。
北
上
山
系
に
包
ま
れ
る
口
内
を

目
指
し
て
い
た
。

一
昨
年
、
二
子
か
ら
相
去
と
市
の

南
北
を
電
動
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
で

踏
破
し
、
今
年
は
東
西
の
踏
破
を
考

え
て
い
た
。
自
転
車
借
用
の
書
類
を

書
き
な
が
ら
口
内
へ
の
道
を
聞
い

た
。
担
当
の
女
性
は「
私
の
出
身
地

で
す
が
、
大
変
で
す
よ
」と
首
を
傾

げ
た
。
自
転
車
を
借
り
て
す
ぐ
に
彼

は
合
点
し
た
。
大
型
で
は
あ
る
が
マ

マ
チ
ャ
リ
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、

サ
ド
ル
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
、
慣
れ

な
い
マ
マ
チ
ャ
リ
に
不
安
と
後
悔
を

覚
え
な
が
ら
出
発
し
た
。
何
と
か

１
０
７
号
線
に
入
り
１
０
０
メ
ー
ト

ル
も
進
ま
な
い
う
ち
に
心
臓
が
バ
ク

バ
ク
い
う
。
降
り
て
自
転
車
を
お
し
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★各コースで人気・おすすめの特典★
5,000円コース
A0132	 【㈱菓団】ふわふわどら焼き（８個入り）

7,000円コース
B0394	 【P&Cリンク㈱】たっぷり野菜セットA

B0333	 【水曜屋】さくさくバニラクッキー詰め合わせ

10,000円コース
C0292	� 【㈱西部開発農産】 

せいぶ農産米　岩手ブランド米　銀河のしずく　５kg

12,000円コース
C0251	� 【展勝地】北上名物展勝地もち 冷凍たれ餅特選４種セット

15,000円コース
D0309	� 【トロイカ】チーズケーキ５号サイズ

50,000円コース
H0129	� 【㈱ユーティーオー】天使のマフラー

H0009	� 【お肉のたかゆう】最優秀賞受賞 和牛 ブランド牛  
きたかみ牛 ロースすき焼き用750g

　本市では、「ふるさと北上応援寄付」の拡大と特産品のPRの
ため、御寄付いただいた方に御礼の品を贈呈しています。農畜
産物のほか、特産品、観光サービス、工業製品など1,400点以
上の御礼の品を御用意しております。令和５年度の寄付額は13
億6千万円（約64,000件）で、ティッシュ、トイレットペーパー
等の日用品や、トロイカのチーズケーキ、新鮮な北上野菜やお
米といった御礼の品を多くの方にお選びいただきました。
　今年度からは、新たなポータルサイトとして、「さとふる」
も導入しており、ふるさと納税をきっかけに北上を知っていた
だけるよう、また、事業者や御礼の品のファンが増えるよう、
これまで以上に北上市の魅力を発信して参りますので、引き続
き応援の程よろしくお願いいたします。

ふるさと北上応援寄付
（ふるさと便PR事業）

担当課：産業雇用支援課
【問い合わせ先・申し込み先】

北上ふるさと納税サポートセンター
（ふるさと納税受付業務委託先）  0197-64-6611

き　た　ぶ　ら 旬のイベントから観光プラン、グルメスポットまで様々な情報を提供

北上観光コンベンション協会公式ホームページ　
https://kitakami-kanko.jp 観る・遊ぶ 泊まる 体験する 食べる イベント情報

天候不順でお盆の墓参りを断念された方も多いのではないでしょ

うか。北上観光コンベンション協会のHP「きたぶら」で、北上の様々

な情報を検索出来ますので、次回帰省の折にお役立て下さい。何年

も帰省していないという方も、北上の今を感じることが出来ます。

北上駅東口の「観光案内所」と、さくらPORT・HOTEL1階協会事

務所では、無料の冊子「きたぶら」を配布しています。

早
春
の
北
上

北
上
ふ
る
さ
と
会　

会
長　

渡
邊
嘉
二
郎

さ
ら
に
住
み
た
く
な
る
ま
ち
へ

北
上
市
長　

八
重
樫　

浩
文

北
上
ふ
る
さ
と
会
会
員
の
皆
様
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

お
陰
様
で
就
任
２
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
就
任
２
年
目
と
な
る
令
和
６

年
度
は
公
約
に
掲
げ
た「
住
み
よ
い

北
上　

住
み
た
い
北
上
」の
実
現
に

向
け
て
、
政
策
を
着
実
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
は
、
さ
く
ら
ホ
ー
ル
が
開

館
20
周
年
、
市
立
博
物
館
が
開
館
50

周
年
を
迎
え
、
当
市
の
文
化
芸
術
の

核
と
も
い
う
べ
き
施
設
の
周
年
事
業

を
通
し
て
、
改
め
て
文
化
芸
術
の
歴

史
を
市
民
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
の
文
化
を
未
来
に
引
き
継
い
で

ゆ
く
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
鬼
の
館
が
開
館
30
周

年
を
迎
え
、
本
年
６
月
を
鬼
の
館
月

間
と
し
、
様
々
な
記
念
事
業
を
開
催

し
て
節
目
の
年
を
祝
う
こ
と
で
、

「
鬼
」
と
い
う
当
市
を
代
表
す
る
地

域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
郷
土
愛

を
醸
成
し
て
い
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
が
11

月
で
全
線
開
通
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
沿
線
自
治
体
や
関
係

団
体
と
連
携
し
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
を 編 集 後 記

第
32
回「
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
」

今
年
の「
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
」は
11
月
9
日（
土
）に
開
催

「
集
い
」は
首
都
圏
在
住
で
き
た
か
み
出
身
者
の
年
に
１
度
の
交
流
の
場
で
す
。

北
上
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
方
々
や
、
懐
か
し
い
仲
間
と
語
り
合
え
る
大
切
な

機
会
で
す
。
是
非
、
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
同
封「
集
い
」の
開
催
案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御

期
待
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
は
北
上
市
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ン
コ
ー
ド
市
が

姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
て
50
周
年

を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
北
上

出
身
の
工
学
博
士
が
コ
ン
コ
ー
ド
市

長
及
び
コ
ン
コ
ー
ド
テ
レ
ビ
局
の
社

長
と
面
識
が
あ
り
、
両
市
に
共
通
性

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
49
年
に

姉
妹
都
市
の
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
教
育
や
文
化
の
面
で
交
流

し
築
い
て
き
た
強
固
な
友
好
関
係
を

一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
末

永
い
交
流
と
発
展
を
誓
い
合
う
た
め
、

10
月
に
コ
ン
コ
ー
ド
市
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
記
念
式
典
に
、
北
上
市
友
好

訪
問
団
一
同
で
参
加
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
活
用
し

て
、
当
市
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
北
上
ふ
る
さ
と
会
会
員

の
皆
様
の
御
健
勝
で
の
御
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引

き
続
き
当
市
へ
の
御
理
解
、
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

■「北上ふるさと会の集い」会場案内

ふるさとチョイス 楽天ふるさと納税
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107号から市街を望む

ザゼンソウ バッケ
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役
員
会
で
事
業
計
画
を
審
議
す
る

際
、
参
加
者
の
高
齢
化
の
見
地
か
ら
、

開
催
を
年
6
回
か
ら
4
回
に
、
時
間
も

短
縮
を
し
よ
う
と
し
た
は
ず
な
の
に
、

そ
の
後
も
元
気
に
回
を
重
ね
、
７
月
７

日
で
第
１
１
２
回
を
数
え
ま
す
。

菊
池
威
会
長
の
人
柄
も
あ
り
ま
す

が
、
皆
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
北
上
ふ

る
さ
と
会
の
部
会
活
動
の
中
で
は
最

も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

案
内
人
や
事
務
局
は
た
い
へ
ん
で

す
。事
前
の
書
類
調
査
か
ら
始
ま
り
、

数
回
に
わ
た
る
現
地
調
査
と
当
日
の

案
内
資
料
づ
く
り
。
参
加
費
や
年
会

費
の
受
付
業
務
も
、
多
い
時
は
40
名

く
ら
い
に
な
る
の
で
忙
し
い
。
反
省

会
を
た
の
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多

い
か
ら
、
こ
の
準
備
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
事
務
方
の
苦
労
も
理
解
す
べ

き
だ
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
会
報
に
は
第
１
０
５
回
が

5
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
記

述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
活
動
状

況
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・�

第
１
０
６
回「
江
戸
川
橋
・
護
国

寺
」（
令
和
5
年
7
月
）江
戸
時
代

の
物
流
の
拠
点
江
戸
川
橋
か
ら
鳩

山
御
殿
な
ど

・�
第
１
０
７
回「
目
黒
・
五
反
田
」

（
9
月
）
国
立
科
学
博
物
館
附
属

参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
相
乗
効
果
と

し
て
難
関
大
学
合
格
者
数
が
こ
こ
数

年
の
平
均
を
超
え
る
な
ど
生
徒
た
ち

の
進
路
希
望
達
成
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

一
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
て

い
く
た
め
の
コ
ス
ト
も
課
題
で
あ
り

黒
北
Ｏ
Ｂ
会
を
中
心
に
募
金
も
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。「
東
大
励
志
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
大
人
た
ち
が
子
供
た

ち
の
挑
戦
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
も
あ
り
、
そ
の
挑
戦
が
次
の
挑

戦
を
生
み
、
同
時
に
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ

域
格
差
・
情
報
格
差
な
ど
様
々
な
逆

境
を
乗
り
越
え
た「
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ

ン
桜
」な
人
た
ち（
東
大
生
）か
ら
東

京
で
の
合
宿
や
月
１
回
90
分
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
義
な
ど
で
受
験
生
と
し
て

の
過
ご
し
方
、
模
試
の
活
用
法
、
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
勉
強
法
、
東
大
生
と
の

座
談
会
、
東
大
の
過
去
問
分
析
等
、

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
春
の
東
大
合
格
者
は
輩
出
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

在
京
北
上
産
業
人
会
で
は
令
和
６

年
７
月
20
日
に
ネ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト

「
ド
ラ
ゴ
ン
桜　

原
作
者　

三
田
紀

房
氏
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
八
重
樫
浩
文
北
上
市
長
を

は
じ
め
北
上
、
首
都
圏
の
方
々
に
ご

参
加
を
頂
き
総
勢
35
名
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
黒
沢
尻
北

高
校
が
東
大
合
格
者
を
輩
出
す
る
た

め
の「
東
大
励
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
に
落
ち
こ
ぼ

れ
の
生
徒
が
受
験
に
挑
む
大
ヒ
ッ
ト

漫
画「
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」
作
者
で
黒
北

Ｏ
Ｂ
の
三
田
紀
房
氏（
北
上
市
出
身
）

が
全
面
協
力
し
て
お
り
、
今
回
の
講

演
会
で
は
三
田
先
生
の「
東
大
励
志

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
通
し
て
母
校
そ

し
て
故
郷
へ
の
熱
き
思
い
等
が
語
ら

れ
、
多
く
の
参
加
者
が
三
田
先
生
の

熱
い
活
動
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ち
な
み
に「
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」
を
漫
画

で
は
知
ら
ず
阿
部
寛
主
演
の
大
ヒ
ッ

ト
ド
ラ
マ
で
観
た
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。

「
東
大
励
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

東
大
受
験
に
向
け
て
教
員
と
は
異
な

る
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
で
学
校
全
体
の
学
力
向
上
・

進
学
指
導
力
の
向
上
を
狙
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
地

皆
で
支
援
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
の
一
部
か
ら
そ
の
ま
ま

二
部
に
流
れ
込
む
形
に
な
り
ま
し
た

が
八
重
樫
浩
文
北
上
市
長
、
三
田
先

生
と
も
に
最
後
ま
で
参
加
し
て
頂
き

熱
く
有
意
義
な
ト
ー
ク
が
出
来
ま
し

た
。お

盆
を
前
に
ふ
る
さ
と
北
上
を
強

く
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
次
は
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い

で
リ
ア
ル
な
会
話
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。�
（
記　

八
重
樫
清
美
）

自
然
教
育
園
や
池
泉
回
遊
式
庭
園

な
ど

・�

第
１
０
８
回「
北
千
住
」（
12
月
）

千
住
は
今
も
昔
も
交
通
の
要
衝
、

江
戸
時
代
の
宿
場
町
を
偲
び
な
が

ら
関
連
遺
跡
を
回
る

・�

第
１
０
９
回「
蕨
」（
令
和
6
年
1

月
）江
戸
時
代
の
中
山
道
の
宿
場

町
、
成
年
式
・
新
幹
線
電
車
発
祥

の
地
で
も
あ
る

・�

第
１
１
０
回「
椎
名
町
」（
同
3
月
）

漫
画
家
集
団
の「
ト
キ
ワ
荘
・
漫
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
中
心
に
回
る

・�

第
１
１
１
回「
鎌
倉
」（
同
5
月
）

和
賀
江
嶋
の
清
掃
活
動
の
後
、
和
賀

氏
ゆ
か
り
の
地
を
中
心
に
訪
れ
た

・
第
１
１
２
回「
下
北
沢
界
隈
」

是
非
み
ん
な
で
末
永
く
続
け
た
い
も

の
で
す
。
家
に
閉
じ
困
ら
ず
外
に
出

ま
し
ょ
う
！�

（
記
・
小
原
磯
則
）

第
63
回
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま

つ
り
は
、例
年
通
り
熱
気
に
包
ま
れ
、

私
も
ふ
る
さ
と
の
旧
友
、
そ
し
て
現

地
で
合
流
し
た
ふ
る
さ
と
会
の
高
橋

正
明
さ
ん
、
飛
田
さ
ん
ら
と
共
に
そ

の
場
に
身
を
置
き
ま
し
た
。

中
学
時
代
、
運
動
会
で
鬼
剣
舞
を

踊
っ
た
経
験
が
あ
る
私
に
と
っ
て
、

こ
の
祭
り
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る
、
特
別
な

場
所
で
す
。
祭
り
の
2
日
目
、
鬼
剣

舞
大
群
舞
が
始
ま
る
と
、
私
は
中
学

生
の
頃
の
運
動
場
に
ワ
ー
プ
し
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
の
時
と
同
じ

よ
う
に
、
体
中
に
力
が
み
な
ぎ
っ
て

く
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
仲
間
た
ち

の
勇
壮
な
舞
が
目
に
焼
き
付
い
て
い

ま
す
。
特
に
、
鬼
た
ち
が
一
斉
に
動

き
出
す
瞬
間
、
地
響
き
の
よ
う
な
太

鼓
の
音
と
、
息
を
飲
む
よ
う
な
静
寂

が
織
り
な
す
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
ま
る

で
時
間
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

3
日
目
の
ト
ロ
ッ
コ
流
し
は
、
幻

想
的
な
光
景
が
広
が
り
、
心
が
洗
わ

れ
る
よ
う
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。
無

数
の
灯
籠
が
川
面
を
漂
い
、
静
寂
の

中
に
幻
想
的
な
光
が
揺
ら
め
く
様
子

は
、
水
面
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
よ
う

に
美
し
く
、
夏
の
夜
空
に
映
え
映
え

と
し
て
い
ま
し
た
。

�
(

記　

菊
池　

潤)

「
ナ
オ
ス（
自
分
の
名
前
）、
お
め
ぇ

ね
っ
か
ら
の
ぜ
ぇ
ん
ご
た
ろ
だ
か

ら
、今
で
も
い
な
が
な
ま
り
が
つ
え
。

今
度
で
ぎ
だ“
え
な
だ
り
”
の
民
話

語
り
の
会
さ
、
か
じ
ぁ
っ
て
し
ゃ
べ

ら
ね
が
」と
誘
わ
れ
、
入
会
し
、
も

う
25
年
が
た
っ
た
。
初
舞
台
は
岩
手

県
物
産
販
売
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
銀
河
プ
ラ
ザ
」。
間
近
で
熱
心
に
聞

い
て
く
れ
る
人
た
ち
に
見
つ
め
ら

れ
、
す
っ
か
り
上
が
っ
て
し
ま
い
，

え
な
だ
り
語
は
何
処
へ
や
ら
全
て

「
標
準
語
」に
裏
返
っ
て
し
ま
い
散
々

な
思
い
を
し
た
。
し
か
し
、
仲
間
か

ら「
最
初
は
皆
、
そ
ん
な
も
ん
だ
」

と
温
か
く
慰
め
ら
れ
、
や
め
ず
に
続

い
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
年
6
月
22
日（
土
）、

我
々
、
ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会

は「
発
足
25
年
記
念
口
演
」
と
し
て

御
茶
ノ
水
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

「
高
千
穂
の
間
」で
開
催
し
た
。

　

50
名
を
越
す
聴
衆
を
迎
え
、
鈴
木

昌
子
会
長
の
挨
拶
、
北
上
か
ら
来
て

頂
い
た
及
川
義
明
副
市
長
の
祝
辞
を

も
ら
い
、
25
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。

　

口
演
発
表
は
民
話
研
究
会
10
名
が

行
い
、
テ
ィ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
休
息
を

は
さ
ん
で
2
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

休
息
時
間
に
は
ケ
ー
キ
と
コ
ー

ヒ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
司
会
は
15

周
年
と
同
じ
ベ
テ
ラ
ン
中
川
明
巳
氏

が
務
め
た
。

第
1
部

頭
お
っ
け
の
助　
　
　
　

小
原
純
一

無
筆
の
手
紙　
　
　
　

井
藤
佐
和
子

ツ
ル
カ
メ
の
話
ス
ッ
コ　

南
舘
美
達

南
部
藩
と
仙
台
藩
の
国
境　

千
田
直

権
現
さ
ん
の
鼻
水　
　
　

阿
部
光
子

第
2
部

禅
問
答　
　
　

�

小
原
正
彦

地
蔵
浄
土　
　
　

�

薗
牧
枝

び
っ
く
り　
　

�

高
橋
道
直

う
そ
八
百　
　

�
鈴
木
昌
子

う
ば
捨
て
山�

小
野
寺
る
り
子

　

聞
き
手
も
語
り
手
も
ふ
る
さ
と
北

上
出
身
者
が
殆
ど
の
口
演
で
、
昔
話

を
聞
く
楽
し
み
と
語
る
喜
び
を
か
み

し
め
な
が
ら
、
伝
承
文
化
と
し
て
の

民
話
の
再
認
識
し
て
も
ら
え
る
機
会

と
な
っ
た
。
お
お
と
り
の
う
ば
捨

て
山
の
発
表
で
は
涙
を
流
し
な
が

ら
聞
い
て
く
れ
る
聴
衆
が
い
て
、

民
話
の
持
つ
力
の
大
き
さ
、
深
さ
を

感
じ
た
。
自
分
的
に
大
相
撲「
二
所

ノ
関
」の
名
前
の
所
以
は
南
部
と
仙

台
藩
の
国
境
が
で
き
、
奥
州
街
道
に

南
部
藩
鬼
柳
関
所
と
仙
台
藩
相
去
関

所
が
で
き
、
そ
の
距
離
が
あ
ま
り
に

も
近
か
っ
た
こ
と
に
関
連
す
る
と
北

上
に
い
た
時
分
は
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
民
話
を
通
し
て
知
り
、
大
感
激

し
た
。

　

発
足
25
年
の
口
演
は
こ
れ
ま
で
の

会
員
、
準
会
員
延
べ
50
人
の
思
い
を

つ
な
い
だ
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

続
け
る
こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

と
の
証
明
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
是
非
、
民
話
語
り
を

続
け
て
も
ら
い
30
年
、
40
年
と
こ
の

会
を
続
け
て
ほ
し
い
と
切
に
思
い
ま

す
。�

（
記　

千
田　

直
）

ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会「
25
周
年
口
演
」

大
江
戸
探
索
会

三
田
氏「
東
大
励
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
語
る

口演する筆者

鈴木会長ほか民話研究会の方々イベントオンライン風景

三田紀房先生

八重樫浩文北上市長

110回
トキワ荘関連

106回
江戸川橋・
護国寺集合写真通常開催の北上・みちのく芸能まつり

第
63
回
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
に
参
加
し
て

講演会パンフ
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“山歩きの会”　風薫る五月の三浦富士紀行

富士山と呼ばれる名山が日本に23座程有りそれに郷土富士と呼ばれ
る山を加えると340位あると云われています。北海道の蝦夷富士(羊蹄
山）・青森の津軽富士(岩木山）・岩手の南部片富士(岩手山)等々･･･そん
な富士山にあやかり山歩きの第28回は5/4（土）三浦半島に横たわる“三
浦富士183m－砲台山206m－武山200.4m”を縦走してきました｡

京急線津久井浜駅から歩いて60分程の所に緑豊かな三浦富士があり
ます。この時期のハイキングは萌える若葉が眩しくフィトンチッドの薫
りも爽やかで心地が良い，そして東京湾や房総半島の眺望も素晴らしく
癒される･････山頂には信仰の厚さを感じさせる石祠等が多くありまし
た。そして三浦富士から30分程先の所にコ－ス最高峰の砲台山がありま
す｡ 　

なんと第二次大戦時に築いたとされる砲台の跡が残っていました
･････ここから何発か撃ったのだろうか?  そんな想いを巡らせながらこ
こで昼休憩を取りました｡

　
コ－スの最後は武山，山の由来は日本武尊が東征の際この山に登って

旗揚げしたとの言い伝えから武山となった様です｡ 五月初旬の山頂は
二千株余りのツツジに囲まれ，花で埋め尽くされる様だが今年は開花が
早く見頃を逸したのは残念でした。　奥に在る武山不動尊に参拝して下
山，その時期にはイチゴ狩りやミカン狩りで賑わう観光農園を通り津久
井浜駅に着いたのが15時半過ぎ，駅前の店で疲れ癒しの反省会･････楽
しいハイクでした。� （記：熊谷　忍）

9月20日 水 在京きたかみ21号発行

9月24日 日 第107回大江戸探索会（目黒～五反田）

10月5日 木 ポケモンゲームにキタカミの里登場

10月8日 日 岩手民話まつり㏌滝沢参加

10月13日 金 北上夜曲を歌う会

10月14,15日 土日 小金井なかよし市民祭り

10月22日 日 金ヶ崎人会参加

10月23日 月 北上ふるさと会役員会

11月5日 日 池袋駅前「献血活動」

11月9日 木 第26回山歩きの会「箱根明神ヶ岳」

11月15日 水 北上ふるさと会役員会

11月25日 土 第31回北上ふるさと会集いの会

12月10日 日 第108回大江戸探索会（北千住界隈）

1月19日 金 北上ふるさと会役員会

1月28日 日 第109回大江戸探索会（蕨界隈）

2月4日 日 岩手県人連合会「新春の懇親会」参加

2月21,22日 水・木 北上・西和賀観光物産展

2月29日 木
第27回山歩きの会　 

「湯河原幕山・南郷山」

3月2日 土 第110回大江戸探索会（椎名町界隈）

5月4日 土 第28回山歩きの会「三浦富士・武山」

5月15日 水 北上ふるさと会役員会

5月26日 日 第111回大江戸探索会（鎌倉界隈）

5月26日 日 鎌倉和賀江島の清掃活動

6月2日 日 第50回岩手県人の集い参加

6月22日 土
ふるさと北上民話研究会 
発足25年記念口演

7月4日 木 北上市企業懇談会2024参加

7月7日 土 第112回大江戸探索会（下北沢界隈）

7月20日 土
ドラゴン桜原作者三田紀房氏　 
講演会開催
在京きたかみ産業人会主催

■ �令和5年～6年�
北上ふるさと会行事

(令和5年9月20日～）

和賀江島の清掃活動

5月26日好天の中、昨年同様「和賀江島」の清掃活動への参加を含
めて第111回大江戸探索会は、鎌倉を散策しました。今回も案内人は、
菅原清徳・阿部達彦両氏で、元八幡など新たな発見もあり、北上と鎌倉
の結びつきの強さを実感しました。「和賀江島」の清掃活動には、今年
も「北上和賀江島の会（代表・佐藤克英氏）の方々10名とご一緒した。
一行は平泉ナンバーのレンタカーで駆けつけた。貴重なワラビを頂戴し
て自宅に持ち帰り、故郷を偲びながら味わうことができた。

和賀江島は鎌倉時代・北条泰時の頃に造られた日本最古の港湾施設
といわれる。和賀氏の娘が北条家に嫁いだ関係で和賀一族が施設の建造
に携わったのがそもそものご縁であるらしい。今は港の風情はなく、建
造に使われた丸石が散在しており、その中の清掃活動が引き潮を狙って
行われた。開会式には、鎌倉市長も駆けつけ、鎧姿で挨拶した。

令
和
5
年「
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
」

30
周
年
と
し
て
開
催

令
和
5
年
11
月
25
日（
土
）、「
北

上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
」
が
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
及
川
北
上
副

市
長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
22
名
、
会

員
１
０
９
名
総
勢
１
３
１
名
の
参
加

で
し
た
。
11
時
30
分
分
か
ら
北
上
ふ

る
さ
と
会
の
総
会
。
渡
邊
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
令
和
4
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
令
和
5
年
度
の

令
和
5
年
10
月
13
日
、
北
上
ふ
る

さ
と
会
の
メ
ン
バ
ー
17
名
が
今
は
高

田
馬
場
に
移
っ
た
歌
声
喫
茶「
と
も
し

び
」に
結
集
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
か

ら
、
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
事
業
に
も

な
っ
た
こ
の
会
も
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。「
と
も
し
び
」も
新
宿

店
が
閉
店
に
な
り
、
し
ば
ら
く
間
が

あ
り
ま
し
た
が
昨
年
11
月
、
高
田
馬

場
に
開
店
し
、
よ
う
や
く「
北
上
夜
曲

を
歌
う
会
」も
復
活
出
来
ま
し
た
。

当
日
、「
と
も
し
び
」で
は「
北
上

夜
曲
」を
は
じ
め
、
昔
懐
か
し
い
曲

を
大
声
で
歌
っ
て
き
ま
し
た
。
青
春

2
月
21
日(

火)

・
22
日(

水)

の
2

日
間
、
北
上
市
と
西
和
賀
町
合
同
の

「
観
光
物
産
展
」が
、
東
銀
座
の
い
わ

て
銀
河
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
化
で
開
催
が
休
止
し
て

い
た
民
話
研
究
会
に
よ
る
民
話
の
語

り
も
4
年
ぶ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
上
市
職
員
の
方
が
中
心
と
な
っ

て
店
頭
販
売
を
担
当
。展
示
商
品
は
、

酒
、
鬼
剣
舞
特
別
純
米
酒
、
リ
ン
ゴ
、

西
わ
ら
び
と
野
菜
の
ピ
ク
ル
ス
な
ど

多
種
多
様
で
す
。
販
売
員
は
、
北
上

市
商
業
観
光
課
の
西
野
さ
ん
ら
数

名
。
平
日
の
午
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
客
数
は
ま
だ
多
く
な
い
よ
う
で

事
業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
菊
池

幹
事
長
か
ら
報
告
、
さ
ら
に
新
役
員

の
提
案
が
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、

及
川
北
上
副
市
長
か
ら
北
上
駅
東
口

再
開
発
事
業
の
完
成
に
つ
い
て
、
黒

沢
尻
北
小
合
唱
部
、
上
野
中
学
吹
奏

楽
部
、
北
上
翔
南
高
校
鬼
剣
舞
部
の

活
躍
、
北
上
駅
西
口
の
再
開
発
計
画

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会
千
田

回
帰
の
ひ
と
時
で
し
た
。
今
回
も
ご

夫
婦
で
参
加
い
た
だ
い
た
渡
邊
会
長

も「
最
近
よ
く
歌
わ
れ
て
い
る
ら
し

い
歌
は
な
か
な
か
歌
え
な
い
、
歳
と

時
代
を
感
じ
る
」と
つ
ぶ
や
き
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
歌
う“
う
た
ご
え
”

は
し
ば
し
時
を
忘
れ
さ
せ
ま
す
。
次

回
10
月
2
日
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

�（
記　

小
原
磯
則
）

し
た
。
事
前
に
物
産
展
の
チ
ラ
シ
を

入
手
で
き
て
い
ま
し
た
の
で
、
迷
わ

ず
鬼
剣
舞
特
別
純
米
酒
と
リ
ン
ゴ
を

購
入
し
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
を
は
じ
め
、
千
田
直
さ

ん
、
井
藤
佐
和
子
さ
ん
、
小
野
寺
る

り
子
さ
ん
の
4
人
の
語
り
手
が
そ
れ

ぞ
れ
得
意
の
口
話
を
披
露
し
た
。
当

日
、
会
場
に
は
立
ち
見
の
人
も
含
め

30
人
強
の
人
が
参
加
し
て
お
り
、
北

上
弁
の
民
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
北
上
出
身
の
自
分
に
と
っ
て
北

上
弁
の
語
り
は
懐
か
し
く
、
癒
さ
れ

ま
す
。�

（
記　

菊
池　

潤
）

直
さ
ん
、
薗
牧
枝
さ
ん
の
口
演
が
あ

り
八
重
樫
北
上
市
議
会
議
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
恒
例
の

二
子
流
東
京
鬼
剣
舞
の
勇
壮
、
華
麗

な
演
舞
が
あ
り
、
30
周
年
と
し
て
津

軽
三
味
線
の
演
奏
と
日
本
舞
踊
が
演

じ
ら
れ
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
対
策
も

な
く
歌
い
た
い
人
が
壇
上
に
上
が
り

「
北
上
夜
曲
」「
そ
ん
な
街　

北
上
」

の
2
曲
を
熱
唱
。
来
賓
の
方
々
、
ふ

る
さ
と
会
役
員
、
会
員
が
会
場
い
っ

ぱ
い
の
輪
に
な
っ
て「
北
上　

お
で

ん
せ
」を
踊
り
ま
し
た
。
中
締
め
は

折
笠
名
誉
会
長
の
三
本
締
め
で
参
加

者
の
健
康
を
祈
念
し
次
年
度
の
再
会

を
約
束
し
て
閉
会
し
た
。

　

今
ま
で
は
出
身
地
別
に
席
に
着
く

こ
と
が
原
則
で
し
た
が
今
回
は「
黒

北
古
希
の
会
」の
様
に
個
別
の
テ
ー

ブ
ル
が
作
ら
れ
た
。
さ
ら
に
知
人
同

士
が
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
よ
う

に
席
次
担
当
者
が
配
慮
し
た
結
果
、

今
ま
で
と
は
違
い
会
話
の
弾
ん
だ
和

気
あ
い
あ
い
な
懇
親
会
に
な
っ
た
。

ま
た
、
鬼
剣
舞
が
見
た
い
と
い
う
お

子
さ
ん
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
初
め

て
参
加
さ
れ
た
方
は「
楽
し
か
っ
た
。

も
っ
と
前
か
ら
参
加
し
て
い
れ

ば
・
・
・
」と
笑
顔
で
帰
っ
て
行
か

れ
ま
し
た
。
新
た
な
方
向
性
が
見
え

た
集
い
の
会
で
し
た
。

「北上和賀江島の会」と111回大江戸探索会参加メンバー合同で「和賀江島」の清掃活動を行う

健脚の6人・・三浦富士山頂で 新緑の山道

銀河プラザ内観光物産展会場

総会で冒頭あいさつを行う
渡邊嘉二郎会長

東京二子流鬼剣舞

北上からの一行と記念写真

輪になって踊る「北上　おでんせ」

北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い

久
し
ぶ
り
に「
北
上
夜
曲
」を
歌
っ
て
き
ま
し
た
。

北
上
・
西
和
賀
観
光
物
産
展

挨拶する鈴木昌子会長

昨年の参加者一同
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市立黒沢尻北小学校
第76回全日本合唱コンクール小学校部門福岡県知事賞受賞
第90回NHK全国学校音楽コンクール小学校の部　銀賞受賞

市立上野中学校吹奏楽部
第71回全日本吹奏楽コンクール3年連続4回目金賞受賞

北上ミューズコーラス隊
初開催「全日本子どもの歌コンクールで」グランプリ・金賞
受賞ほか審査員長賞、最優秀指導者賞など4部門も受賞

北上翔南高校鬼剣舞部
第47回　「全国高等学校総合文化祭伝承芸能部門」で文化庁長官賞受賞
「第34回全国高等学校総合文化祭優秀校東京公演」に参加

北上市立黒沢尻北小学校合唱部は令和5年10月8日、NHKホール
で行われた第90回NHK全国学校音楽コンクール小学校の部で銀賞
受賞（準優賞相当）。また、福岡県で11月12日に行われた第76回
全日本合唱コンクール小学校部門では金賞福岡県知事賞受賞（優勝
相当）を受賞した。小学校部門が新設された2019年から4大会連続

（2020年はコロナで中止）で最高賞に輝いた。
　4年生から6年生まで合わせて約47名。「うまくなる魔法はない。
地道な継続の練習を正しく積み重ねていけるよう導く。今の北小を
少しでも超えるため新しいものに挑戦していく。自分も日々新しい
ものを見つけていく。それが生徒のため。子どもたちのちからがもっ
と現れる。想像以上のものを引き出せるようにすることが目標」と
中野先生は話す。
　今年も10月14日東京NHKホールで全国大会が行われる「NHK全
国学校音楽コンクール」、11月17日に福島県で全国大会が開かれ
る「全日本合唱コンクール」をめざし、8月から始まる地区大会から
出場する。
　高い目標を設定
す る。 そ れ に 向
かって鍛錬、努力
する。頑張ってく
ださい。

令和5年10月21日に名古屋市で行われた「第71回全日本吹奏楽
コンクール」で北上市立上野中学校吹奏楽部は3年連続で4回目の金
賞を受賞した。

昨年の3年生は1年時の同大会で金賞を受賞、2年時でも金賞。最
高学年になって落とすわけにはいかないと常に「金賞」を口に出し、
自らにプレッシャーをかけ続け「応援してくださる方々や先生、講
師に感謝し、今できる最高の演奏ができた」と重圧の中、3年連続で
金賞を受賞した。

毎年、最上級生が卒業し、1年生が入部。長年楽器に親しんでい
る人もいれば、初めて楽器に触れる部員もいる。上級生が熱心に指
導し、約半年で上野中学校吹奏楽部を作り上げている。同中学で
10年以上吹奏楽部の指導に当たっている柿沢香織先生は「毎年3年
生が卒業しゼロからあるいはマイナスからのスタートになる。先輩
からの受継ぎが伝統として残っている。その伝統が積み重なって現
在がある。部員の心の中には『感謝　感動　笑顔』の言葉が染みつい
ている」と話す。6月に学校を訪問し練習を見学させていただいたが、
全体練習の中で各小節ごと、各パートごと、個々の楽器ごと、音の
種類、音の表現など細かい指導が入る。それを生徒は即修正する。
その対応力に感心する。そのような厳しい練習の積み重ねが曲とし
て作り上げられていく。今年も10月に宇都宮で開かれる全国大会
で好結果を残すべく練習に励んでいる。

北上市内を中心とした小中学生でつくる北上ミューズコーラス隊
は25年の歴史を持つ。前身は1999年北上市教育委員会主催の「い
きいき学園」。音楽好きの小学生10名ほどでスタートした。その後、
当時の保護者や指導者の強い願いから任意団体として再スタート
し、音楽活動を通じて表現力や協調性を高め豊かな人間性を育んで
いくことを目的として、現在は市内の小学校1年生から中学校3年
生が所属し活動している。

毎年開催している団体主催の定期公演では秋田県のわらび座の演
出家を先生として招きミュージカルやオペレッタに取り組んでい
る。さらに合唱コンサート開催のほか、市内老人福祉施設の訪問や
市内イベント出演などを通じて市内外の皆様に合唱や演劇を届ける
活動を続けている。また、黒沢尻北小の同学区の上野中学校には合
唱部がないためその受け皿的な存在として校外活動部としても認め
られている。

そんな歴史のあるコーラス隊の市内6中学校から集う14人が出場
し上記の成績を収めた。心を一つにして練習を重ねてきたメンバー
は「皆さんの応援で最高の結果になった」と自信を深めている。今年
は「NHK全国学校音楽コンクール」「全日本合唱コンクール」中学校
の部に出場予定。東北大会、全国大会の出場を目指す。

昨年7月30日から8月1日まで鹿児島県奄美市で行われた第47
回「全国高等学校総合文化祭郷土芸能部門伝承芸能部門」で文化庁長
官賞受賞（準優勝相当）。半蔵門の国立劇場で開かれた「第34回全国
高等学校総合文化祭優秀校東京公演」に参加し、岩手の郷土芸能鬼
剣舞を披露した。今年は前年優秀な成績を収めた結果規定により1
回休み。10月にさくらホールで行われる「第47回岩手県高等学校
総合文化祭郷土芸能発表会」で来年の全国大会出場を目指す。
　鬼剣舞部は岩崎鬼剣舞の流れを汲み、岩崎鬼剣舞の及川氏らの指
導を仰いでいる。現在部員数64名。現在3年で部長の佐々木さんは
小学校入学前、2011年の震災で福島を離れ金ヶ崎に移住。毎年8
月に開かれる「北上みちのく芸能まつり」で鬼剣舞と出会う。「かっ
こいい」と思い教えてくれるところを探し鬼剣舞を覚える。クラブ
活動で鬼剣舞部のある同校に入学現在に至る。「鬼剣舞は難しいが
無性に楽しい」といい、リーダーシップを発揮し、来年の全国文化
祭出場をめざし熱心に下級生の指導に当たる。全国高等学校総合文
化祭には参加できないが「みちのく芸能まつり」をはじめ市内外で行
われるイベント、慰問、発表会などで岩手の郷土芸能鬼剣舞を披露
している。

ふるさと北上の子どもたちの活躍

記念式典
　令和6年5月3日（金）、さくらホールで全校生徒・教職員・来賓・
PTA・同窓生ら約900人が参列して、創立100周年記念式典と記
念講演会を午前10時より挙行された。
　国歌斉唱・金濱千明校長式辞・伊藤彬同窓会会長挨拶、その後、
感謝状贈呈（90周年以降の歴代校長・PTA会長）。校長、北村東様・
菊池浩様・泉悟様・及川弘純様。PTA会長、和賀匡彦様・八重樫
敏様、創立100周年記念事業協賛会会長、伊藤彬様に感謝状贈呈
された。

来賓祝辞として、同窓生である八重樫幸治岩手県副知事、八重樫
浩文北上市長等より祝辞をいただき、その後、生徒会長の赤坂茜羽
さんが代表して「歴史ある黒陵で仲間と成長しあえることをうれし
く思う。次の100年、その先まで、黒陵はみなさまの心と共に歩
んでいくことを約束する」と結んだ。
　最後は魂象徴するバンカラ応援部の指揮により参加者全員で校歌

みちの中国水清き　和賀の平野の一角に
老松天を摩すころ　巍然と立てるわが学舎　
聞けよわれらが撞き鳴らす　暁告ぐる鐘の聲　

（相馬御風作詞・中山晋平作曲）を斉唱し、記念式典を終えた。
記念講演会
　記念式典に続き、漫画「ドラゴン桜」の作者でOBの三田紀房さん

（48回生）が講演。「黒陵日本一計画」と題して、「日本一は空想、妄
想と思うものもいるが、無理不可能と思った瞬間に考え方や行動が
止まる。不可能を克服してきたのが人類の歴史だ。黒陵も不可能で
はない」と100周年記念事業で東京大合格を目指す「東大励志プロ
ジェクト」に触れ「桜や松に囲まれた教育環境に恵まれ、部活動も
活躍していることは日本一と言ってもいい」と挑戦する大切さを訴
えられた。

創立100種年記念祝賀会　100年の歴史3万の青春
　午前の創立100年記念式典を終えて、場所を変えてブランニュー
北上で午後1時半より祝賀会が始まり参加者約190人、在京よりの
参加者は会長の深澤彰彦様、幹事長の南川昌光様、幹事の関口しず
か様、菊池裕様、小原寛の５名が参加しました。
　創立100年周年記念事業協賛会会長挨拶伊藤彬様に始まり、Ｐ
ＴＡ会長挨拶、来賓祝辞を終えて懇親会始まり、応援部ＯＢによる
校歌、黒陵歌、エール等が行なわれましたが約55年前入学した当
時を思い出して涙ぐみました。歓談後、創立100年の同窓会祝賀
会を終了しました。
　7月5日（金）スクワール麹町3階「フリースペース錦華」で第46
回在京黒陵会を開催し、岩手から伊藤彬同窓会会長・金濱千明校長・
小田島淑人事務局が上京されて総勢39名で開催いたしました。　　
フレーフレー黒陵！　　フレーフレー黒陵
　最後に黒陵の伝統を受け継がれることを願います。�(記　小原寛)

＊参考、第1回生（昭和4年3月卒業）～第16回生（昭和19年3月卒業）東大
合格（卒業生）は14名で、その3名は、私の身近な人でした。第1回生八重
樫運吉さん、第3回生高橋藤八さんは同級生の父親で、第15回生後藤昌次
郎さんは父の同級生であり、戦前は毎年のように東大に合格しておりまし
た。（同窓会名簿より）、三田さん、母校の為に尽力くださいましてありが
とうございます。私も微力ながらお手伝いしたいと思っております。

黒岩小学校廃校に思う
母校（廃校）を訪ねて

小菅寿彦

2023年（令和５年）3月、私の母校である北上市立黒岩小
学校が149年の長い歴史に幕を閉じました。1960年（昭和
35年）入学の私がこの校舎に通ったのは、小学３年からであ
る。私の家から学校までは、山を越えて３キロ余り、一時間
以上の道のりでした。

その為１、２年生の間は平沢地区にある黒岩小学校平沢
分教場（平沢分校）に通っていま
した。

私が２年の時の生徒数は１年生
2人、２年生8人の計10人に先生
一人で、お昼寝時間があったりで
幼稚園を知らない私にとって疑似
幼稚園の様な楽しい思い出です。

２年の間、本校に行くのは、学芸会や運動会の年間行事
くらいの事でその時の本校舎の大きさと大勢の生徒に圧倒さ
れたのを覚えています。今考えると全校生徒でも170人余
りの小さな学校だったんですが。その平沢分校も私たちの２
年生を最後に廃校になってしまいました。３年生から本校に
通う事になるのですが今まで交流があった事もあり１クラス
しかない同じクラスの生徒（合わせて29人）ともすぐ仲良く
なりました。通うのに遠かった道も四季折々に楽しみがあり、
秋は出がけに自分の家の畑から林檎をもいで学校に程近いよ
その家の稲のはせがけの隙間に忍
び込ませて放課後帰り道に回収し
てみんなで食べながら帰ったり、
冬は田んぼに積もった雪がガチガ
チに固くなるとその上を学校まで
まっすぐ歩いたりと学校に行くの
が本当に楽しみでした。

授業では、グラウンドのすぐ裏山から山歩きで県の指定
文化財白山神社までのハイキングや目の前の田んぼで解剖用
のカエルを獲ったり、学校の周りの自然と授業が直結して、
この上無い環境だったんだと思う。廃校時の校舎は私たちの
学んだものとは違いますが２年前に廃校の話を聞いた時はい
か仕方ないのだなと思うのと同時に寂しい思いになったもの
でした。現在の校舎は築30年ですがまだまだ古く感じられ
ず綺麗なままです。

地元の方からも校舎の新しい使い方を相談されたりして
いましたがなかなか策もなく気になっていました。そこに毎
年の在京北上ふるさと会に参加いただいている株式会社ユー
ティーオーの宇土社長から廃校になった校舎そのままをカシ
ミヤニットUTOの工場として利用させて頂くとお話があり
ました。すごく嬉しいお話でした。

UTOの製品は英国ロンドンの老舗店をはじめシドニー、
ジュネーブなど世界のブランドになりつつあります。黒岩か
ら世界へ、株式会社ユーティー
オーのますますの発展を祈らずに
いられません。

黒沢尻北高創立100周年
（黒陵に集いて）

私たちが通った旧校舎

２年生まで通った平沢分校

①�創立100周年
記念式典

②�創立100周年
思念式典で講
演する三田氏

③�創立100周年記念祝賀
会フレーフレー黒北 現在の写真・現UTO工場

受賞報告会

夜7時からの練習練習風景 国立劇場での演舞（主催者提供）

全体練習風景 指導する柿沢先生


